
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

①
長
期

休
業
期
間
中
の
昼
食
の
現
状
は
。

　

②
給
食
を
実
施
し
た
場
合
の
一
食

当
た
り
の
費
用
と
積
算
内
訳
は
。

　

③
費
用
や
給
食
室
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
等
以
外
に
実
施
で
き
な
い
理
由
は
。

市
長　

①
必
ず
弁
当
を
持
参
す
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。

　

②
小
学
校
給
食
の
場
合
は
低
学
年

が
226
円
、
中
学
年
が
238
円
で
食
材
費

に
充
て
て
い
る
。
学
童
ク
ラ
ブ
の
場

合
は
対
象
数
が
少
な
い
た
め
、
費
用

は
上
昇
す
る
と
考
え
る
。

　

③
長
期
休
業
日
は
出
席
児
童
数
の

把
握
と
そ
れ
に
応
じ
た
食
材
料
の
仕

入
れ
が
困
難
で
あ
る
。

滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
来
年

度
に
新
設
す
る
学
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
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一般質問

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

①
暑

さ
対
策
と
し
て
第
３
体
育
室
に
冷
房

設
備
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　

②
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
大

規
模
改
修
な
ど
今
後
の
方
針
は
。

　

③
第
２
体
育
室
が
あ
い
て
い
る
と

き
に
は
別
の
体
育
室
の
登
録
団
体
に

も
貸
し
出
せ
な
い
か
。

教
育
長　

①
暑
さ
対
策
と
し
て
は
４

台
の
扇
風
機
と
窓
の
開
閉
に
よ
り
対

応
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
冷
暖
房

を
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

　

②
今
後
も
計
画
的
な
維
持
補
修
を

行
い
、
緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
改

修
を
し
て
い
き
た
い
。

　

③
別
の
登
録
団
体
へ
の
貸
し
出
し

は
し
て
い
な
い
。
あ
い
て
い
る
時
間

は
個
人
開
放
を
行
っ
て
い
る
。

滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
市
の

施
設
で
市
民
が
熱
中
症
に
よ
り
病
院

に
搬
送
さ
れ
た
例
は
。

　

②
就
学
時
間
中
の
学
校
の
教
室
の

気
温
や
湿
度
の
状
況
は
。

　

③
市
立
の
体
育
施
設
で
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

市
長　

①
９
月
現
在
、
中
学
生
が
１

人
、
公
民
館
利
用
者
が
２
人
で
あ
る
。

教
育
長　

②
６
月
か
ら
７
月
に
実
施

し
た
調
査
で
は
、
気
温
30
度
を
超
え

た
教
室
が
54
教
室
中
７
教
室
、
湿
度

80
％
を
超
え
た
教
室
が
54
教
室
中
４

教
室
あ
っ
た
。

　

③
注
意
喚
起
の
掲
示
や
窓
口
で
の

呼
び
か
け
を
行
い
、
特
に
気
温
が
高

く
ス
ポ
ー
ツ
に
適
さ
な
い
日
等
は
施

設
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
可
能
な
旨
の
案

内
を
し
て
い
る
。

石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

①
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
資
源
化
率
の
推

移
は
。
ま
た
、
多
摩
26
市
で
資
源
化

率
が
最
高
の
自
治
体
は
。

　

②
ご
み
処
理
基
本
計
画
に
中
間
処

理
施
設
の
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
と

あ
る
が
ど
う
な
っ
た
の
か
。

市
長　

①
平
成
18
年
度
１
・
42
％
、

19
年
度
１
・
52
％
、
20
年
度
は
１
・

60
％
で
、　

平
成
20
年
度
の
資
源
化
率

が
最
高
の
自
治
体
は
三
鷹
市
で
あ
る
。

　

②
平
成
20
年
に
市
民
懇
談
会
を
設

置
し
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
。
ま
た

同
年
、
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組

合
と
構
成
市
３
市
職
員
に
よ
る
専
門

部
会
で
検
討
が
行
わ
れ
本
年
４
月
に

報
告
書
が
ま
と
ま
っ
た
。
今
後
は
こ

れ
を
も
と
に
仮
称
３
市
共
同
資
源
化

事
業
基
本
構
想
案
を
検
討
し
て
い
く
。

苗
村
洋
子
議
員
（
生
ネ
）　

①
リ
プ

レ
こ
だ
い
ら
と
美
術
大
学
の
学
生
と

ご
み
減
量
対
策
課
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
、
ご
み
の
出
し
方
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
変
え

て
は
ど
う
か
。

　

②
リ
プ
レ
こ
だ
い
ら
や
ご
み
の
出

し
方
を
学
生
に
周
知
す
る
た
め
、
大

学
が
入
学
時
に
配
布
す
る
資
料
等
に

案
内
を
同
封
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

①
今
後
は
美
術
大
学
の
学
生

も
含
め
市
民
か
ら
意
見
を
も
ら
い
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
作
成
し
た
い
。

　

②
ご
み
の
出
し
方
を
説
明
す
る
機

会
や
資
料
配
布
に
つ
い
て
は
大
学
と

協
議
し
た
い
。

　

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
現
状

の
器
具
と
比
較
し
て
照
度
が
若
干
劣

る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
事
務
室

以
外
の
廊
下
や
ト
イ
レ
等
に
は
適
す

る
と
の
見
解
に
変
化
は
あ
る
か
。

　

②
小
・
中
学
校
に
高
効
率
照
明
器

具
や
太
陽
光
発
電
型
外
灯
を
適
所
に

採
用
し
、
エ
コ
ス
ク
ー
ル
化
を
推
進

で
き
な
い
か
。

市
長　

①
照
度
の
面
か
ら
事
務
室
以

外
へ
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

教
育
長　

②
冷
陰
極
蛍
光
ラ
ン
プ

は
、
全
庁
的
な
使
用
状
況
等
を
考
慮

し
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
型
外
灯
に
つ
い
て
は
、

費
用
対
効
果
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
市
自
）　

①
東
大

和
市
議
会
で
建
設
見
直
し
を
求
め
る

決
議
が
可
決
さ
れ
た
事
態
を
構
成
市

と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
白
紙

を
含
め
た
見
直
し
の
考
え
は
。

　

②
構
成
市
と
し
て
小
平
・
村
山
・

大
和
衛
生
組
合
の
理
事
者
会
開
催
を

な
ぜ
提
案
し
な
い
の
か
。

市
長　

①
３
市
に
と
っ
て
必
要
な
事

業
と
認
識
し
て
お
り
、
東
大
和
市
か

ら
の
協
議
要
請
を
待
っ
て
い
る
が
、

現
段
階
で
は
計
画
に
基
づ
き
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

②
事
業
の
前
提
と
な
る
３
市
の
合

意
事
項
が
崩
れ
る
こ
と
か
ら
、
組
合

に
対
し
て
で
は
な
く
東
大
和
市
か
ら

小
平
市
及
び
武
蔵
村
山
市
に
協
議
の

要
請
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
理
事

者
会
を
開
催
す
る
考
え
は
な
い
。

　

②
保
育
料
見
直
し
の
議
論
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
長　

①
施
設
が
安
定
し
た
保
育
料

収
入
を
確
保
し
、
健
全
な
運
営
を
維

持
す
る
こ
と
は
利
用
者
に
と
っ
て
も

有
意
義
と
考
え
る
。
現
在
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
補
助
制
度

を
検
討
し
て
い
る
。

　

②
子
育
て
支
援
協
議
会
に
お
い
て

３
回
に
わ
た
り
議
論
し
て
お
り
、
要

件
や
補
助
の
仕
組
み
に
関
す
る
意
見

を
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
は
意
見
を

踏
ま
え
て
検
討
を
進
め
る
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
児
童

相
談
所
の
相
談
件
数
や
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
が
抱
え
る
案
件
の
実
態
は
。

　

②
児
童
相
談
所
と
警
察
署
の
連
携

体
制
は
。

　

③
今
後
の
市
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

①
昨
年
度
の
新
規
受
付
受
理

件
数
は
１
万
６
千
７
百
22
件
で
、
児

童
福
祉
司
の
定
数
172
人
で
割
り
返
す

と
一
人
当
た
り
97
件
だ
が
、
実
際
は

こ
の
件
数
を
か
な
り
超
え
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

　

②
年
１
回
の
定
例
協
議
の
ほ
か
担

当
者
の
連
携
は
随
時
図
ら
れ
て
お
り
、

急
な
援
助
依
頼
に
つ
い
て
も
協
力
が

得
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

③
関
係
機
関
と
の
さ
ら
な
る
連
携

強
化
に
努
め
た
い
。

　

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
青
梅

街
道
北
側
の
東
西
主
要
道
路
と
し
て

整
備
が
待
た
れ
て
い
る
が
、
現
状
は
。

　

②
小
平
高
校
通
り
か
ら
十
四
小
通

り
に
至
る
通
学
路
等
の
問
題
点
に
対

す
る
市
の
見
解
は
。

市
長　

①
仲
町
か
ら
栄
町
ま
で
の
延

長
約
３
・
６
㌔
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

約
33
％
が
完
成
し
て
い
る
。
未
整
備

の
西
武
多
摩
湖
線
か
ら
東
に
つ
い
て

も
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

将
来
的
に
は
事
業
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　

②
道
幅
が
狭
く
安
全
な
歩
行
空
間

が
確
保
で
き
て
い
な
い
た
め
、
市
、

警
察
署
、
十
四
小
P
T
A
が
合
同
で

通
学
路
点
検
を
実
施
し
、
危
険
箇
所

に
つ
い
て
は
路
面
標
示
や
注
意
看
板

の
設
置
等
に
よ
り
改
善
を
し
て
い
る
。

石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

①
道

路
の
Ｕ
字
溝
の
延
長
距
離
は
。

　

②
Ｕ
字
溝
に
つ
い
て
の
要
望
は
。

　

③
Ｕ
字
溝
を
Ｌ
型
溝
に
す
る
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

①
市
道
は
約
15
・
４
㌔
メ
ー

ト
ル
で
私
道
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

②
Ｕ
字
溝
や
蓋
の
改
修
、
溝
の
詰

ま
り
、
有
効
幅
員
確
保
な
ど
が
あ
る
。

　

③
武
蔵
野
団
地
、
第
一
住
宅
花
小

金
井
団
地
、
花
小
金
井
団
地
な
ど
の

市
道
は
計
画
的
に
改
善
す
る
予
定
で

あ
り
、
こ
れ
以
外
は
個
別
に
対
応
し

た
い
。
私
道
は
補
助
事
業
の
活
用
に

よ
り
改
善
し
て
い
く
と
考
え
る
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

①
将

来
、
沿
道
利
用
に
よ
り
用
途
地
域
を

変
更
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

　

②
緑
を
確
保
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

　

③
玉
川
上
水
の
横
断
は
平
面
交
差

だ
が
市
も
同
意
で
き
る
構
造
か
。

市
長　

①
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い

な
い
が
、
今
後
地
域
住
民
の
意
見
を

聞
き
対
応
を
検
討
し
た
い
。

　

②
雑
木
林
の
一
部
喪
失
は
主
要
幹

線
道
路
の
役
割
や
機
能
上
や
む
を
得

な
い
が
、
恒
久
的
な
緑
の
確
保
に
つ

い
て
は
街
路
樹
の
充
実
等
を
図
っ
た

上
で
検
討
し
た
い
。

　

③
周
辺
環
境
へ
の
影
響
や
沿
道
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
等
を
考
慮
し
た
場
合
、

平
面
構
造
が
最
良
と
考
え
て
い
る
。

長
期
休
業
期
間
中
に
学
童
ク
ラ
ブ

で
給
食
を
実
施
で
き
な
い
か

学
童
ク
ラ
ブ
指
定
管
理
者
募
集
に

伴
う
仕
様
書
に
つ
い
て

児

童

虐

待

か

ら

子
ど
も
の
い
の
ち
を
守
れ

市
内
の
Ｕ
字
溝
を
Ｌ
型
溝
に

整
備
し
安
全
な
道
づ
く
り
を

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
10
号
線
と

小
平
高
校
通
り
の
安
全
に
つ
い
て

小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
８
号

府
中
所
沢
線
の
進
捗
に
つ
い
て

環 境

下水道

管
理
者
募
集
に
当
た
り
、
保
護
者
の

意
見
や
要
望
の
う
ち
仕
様
書
に
反
映

で
き
た
も
の
は
何
か
。

　

②
仕
様
書
に
反
映
で
き
な
か
っ
た

も
の
と
そ
の
理
由
は
。

市
長　

①
主
な
も
の
は
職
員
の
資
格

や
配
置
に
関
す
る
こ
と
、
学
童
ク
ラ

ブ
間
の
連
携
や
業
務
の
引
き
継
ぎ
に

関
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

②
朝
８
時
前
か
ら
の
開
設
は
、
今

回
導
入
す
る
都
型
学
童
ク
ラ
ブ
事
業

の
要
件
に
合
わ
せ
て
延
長
時
間
を
朝

８
時
か
ら
と
し
て
い
る
た
め
で
、
延

長
料
金
を
市
が
徴
収
し
て
と
の
要
望

は
、
利
用
料
金
制
度
を
導
入
し
徴
収

事
務
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ

と
か
ら
反
映
で
き
な
か
っ
た
。

岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

①
認
可

外
保
育
施
設
が
所
得
に
応
じ
た
料
金

設
定
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る

見
解
と
今
後
の
方
向
性
は
。

公
共
施
設

児
童
・
女
性

市

民

総

合

体

育

館

の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

小
平
市
が
管
理
す
る
施
設
の

熱
中
症
対
策
は
十
分
か

若

い

発

想

を

ご
み
行
政
に
生
か
そ
う

瓶
、缶
な
ど
６
品
目
の
３
市
共
同
資

源
化
施
設
計
画
は
白
紙・見
直
し
を

資
源
化
率
ア
ッ
プ
を
目
指
し
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
を

冷
陰
極
蛍
光
ラ
ン
プ
等
の
高
効
率

照
明
器
具
を
戦
略
的
に
採
用
し
よ
う

虻

認

可

外

保

育

施

設

の

保

育

料

に

つ

い

て

道
路

虻

市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　

第
２
体
育
室

▲
リ
プ
レ
こ
だ
い
ら（
粗
大
ご
み
再
生

展
示
販
売
施
設
）内
で
の
修
理

▲

楽
し
い
保
育
園
ま
つ
り

▼

小
平
高
校
通
り（
通
学
路
）

▲

L
型
溝
に
整
備
予
定
の
U
字
溝

▲


